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～ポイントは米中間選挙～

初めに

世界的な株式市場の混乱が続いています。今回は今後の株式市場の見通しについてお話しし
ます。

原因はインフレと金融引き締め

株安の理由は、インフレと今後予想される各国中銀による金融引き締めです。インフレを抑
えるためにFRBが金融引き締めに着手しましたが、それがきっかけとなり世界的に株価が急落
しました。ウクライナ問題を理由にする向きもありますが、自分は関係ないと見ています。

ポイントは中間選挙

ここからは今後の株式市場の見通しについて考えます。自分がポイントと見ているのは本年
11月8日に予定されている米国の中間選挙です。中間選挙は大統領選に次いで重要と位置づけ
られる選挙です。支持率が低迷し政策を実現出来ないバイデン大統領にとって、勝利を逃すこ
とは許されません。現在米国ではインフレが大きな問題となっています。これを上手く解決で
きれば中間選挙勝利の道が見えてきます。インフレで打撃を被るのがバイデン氏の支持基盤、
民主党急進左派とあれば尚更でしょう。これがバイデン氏の狙いだと思います。

FRBはどう動く

インフレの抑え込みに成功しても、選挙直前では遅すぎます。おそらくパウエル氏は、7-9
月中にはインフレ沈静化の目処を立て中間選挙に間に合わせる、そのように考えていると思い
ます。その間株式市場は頭の重い動きを続けることになりますが、インフレ沈静化が見えてく
れば上昇に転じることになるでしょう。
余談ですが弊社では毎年、年末または年始に「びっくり10大予想」を発表していますが、今

年の予想には「ファイヤーファイターパウエル、果敢な金融引き締めで早期のインフレ沈静に
成功」が入っています。弊社のためにも是非成功して欲しいと思っています。

景気への影響は限定的

心配されるのはこの金融引き締めにより景気が悪化、それがまた株式市場の悪材料になるこ
とです。その可能性はありますが小さいと見ています。理由は世界経済が強いからです。

インフレ沈静化に伴って上昇へ

コロナやインフレのために苦境に立たされている業界もありますが、全体として世界経済は
好調を持続しています。その原動力は技術革新です。次から次へ魅力的な商品やサービスが生
み出される状況が続いています。宇宙旅行は手に届くものとなり、また最近では仮想空間メタ
バースが話題を呼んでいます。課題が多々あることも経済が今後も強いと思う理由です。その
代表が温暖化対策です。そのために多額の資金が必要になりますが、こうした資金も経済を支
えることになります。これが世界経済を懸念する必要は小さいと思う理由です。
以上を踏まえての結論ですが、株式市場は当面頭の重い動きを続けると見ていますが、世界

経済が好調を続けていることもあり、大崩れすることはなくインフレの沈静化に伴って上昇に
転じると見ています。


